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高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う
労
働
人
口
の
減
少
は
、
社
会
全
体
の
大
き

な
課
題
で
す
。
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
の
た
め
、
市
は
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
〝
北
海
道
プ
ラ

イ
ム
バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〟
で
重
要
な
取
り
組
み
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
２
つ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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�
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策
課
（
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明
町
南
１　
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
３
階
）　
☎
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‐
８
０
０
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国の取り組み
　都市部への人口集中が進む中、農林水産業を成長産業化し、温室効
果ガス・海洋プラスチックごみの削減に積極的に貢献するため〝2030
年に世界最先端のバイオエコノミー※社会の実現〟を目指す〝バイオ戦
略〟が進められています。
※�化石燃料の代わりに生物資源を活用し、持続可能な経済社会をつく
る考え方。

　
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
普
及
が
進
む
〝
ド

ロ
ー
ン
〟
は
、
肥
料
散
布
な
ど
農
作
業
の

効
率
化
に
も
有
効
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
飛
行
に
は
大
量
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
力
）
が
必
要
な
た
め
、　

広
大
な
農
地
が
あ
る
岩
見
沢
で
は
、安
定・

効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
万
が
一
の
災
害
時
の
非
常
用
電

源
の
確
保
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
市
は
、
そ
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
す
る

　
現
在
、
北
海
道
大
学
や
関
連
企
業
と
連

携
し
、
自
前
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
を
持

つ
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

可
能
と
す
る
〝
地
産
地
消
・
自
立
型
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
〟
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
第
１
弾
と
し
て
、
北
村
赤
川
鉱

山
で
温
泉
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
発
電
機
能

と
太
陽
光
発
電
を
組
み
合
わ
せ
た
、
新
た

な
地
域
発
電
機
能
の
実
証
を
始
め
て
い
ま

す
。

こ
ん
な
活
用
を

　
今
年
度
は
、発
電
し
た
電
力
で〝
ド
ロ
ー

ン
用
バ
ッ
テ
リ
ー
〟
を
充
電
し
、
肥
料
散

布
な
ど
の
活
用
実
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
収
穫
作
業
後
の
残
渣さ

な
ど
を

使
っ
た
燃
料
（
バ
イ
オ
燃
料
）
を
生
成
し

発
電
に
利
用
す
る
な
ど
、
農
業
分
野
で
の

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
モ
デ
ル
の
形
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て

停
電
が
発
生
し
た
際
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で

発
電
し
た
電
力
で
避
難
所
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
な
ど
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
も

役
立
つ
と
期
待
で
き
ま
す
。

　
市
は
、
大
切
な
基
幹
産
業
で
あ
る
〝
農

業
〟
の
持
続
性
確
保
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
な
ど
を
駆
使
し
た
、
新
し
い
農
業
ス

タ
イ
ル
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
北
海
道
大
学
や

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
な
が
ら
実
証

を
進
め
て
い
る
〝
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー

(

無
人
走
行)

〟
の
本
格
的
活
用
で
す
。

　
５
Ｇ
な
ど
の
通
信
を
使
い
、
離
れ
た
場

所
か
ら
複
数
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
同
時
に
監

視
・
制
御
す
る
機
能
を
実
現
し
、
夜
間

作
業
を
含
め
た
農
作
業
に
最
適
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
よ
り
、
生
産
者
の
負
荷

軽
減
や
作
物
の
品
質
向
上
が
期
待
で
き
ま

す
。 農

業
の
持
続
性
確
保

農
業
の
持
続
性
確
保

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保

持
続
可
能
な

持
続
可
能
な

地
域
社
会
へ

地
域
社
会
へ

北海道プライムバイオコミュニティ
　北海道大学をはじめとする道内大学、道や岩見沢市などの自治体、企業、研究開発機関などで構成し、昨年設
立した組織。農業など一次産業のスマート化によ
る労働生産性の向上、環境に配慮した生産技術の
研究と事業化、北海道バイオブランドの確立を図
ることで〝誰もが農林水産業に従事したくなる憧
れの北海道〟を目指しています。

参画機関 コミュニティでの役割

一次産業従事者
一次産業の現場にあるさまざまな情報を提供
し、現状の強みや課題を抽出。将来的に新たな
技術を実装し、魅力的な一次産業を実現する

自治体
7自治体

一次産業従事者との交流の場となり、課題の抽
出の中心的な機能を担う。また、教育研究機関
などで開発された技術の実証の場を提供する

教育研究機関
大学8校

研究機関5機関

一次産業の現場で得られるさまざまな課題解決
につながる新たな技術や知見を創出。それらを
社会実装する企業や人材を輩出する

企業
ベンチャー3社
企業など16社

教育研究機関や自治体と共同で一次産業の高度
化につながる製品やサービスを創出。それらを
消費者までつなげる役割を担う

地産地消・自立型地域エネルギーシステムの
活用に向けて
　2050年のカーボンニュートラル
達成に向けて、地域のエネルギーを
地域で有効活用する、エネルギーの
地産地消の重要性が高まっていま
す。また、居住地域が広く分散する
農業地帯において、エネルギーの安
定供給は市民の皆さんに安心な生活
を送ってもらう上で喫緊の課題であ
り、農業支援および非常用電源を目
的とした地産地消・自立型地域エネ
ルギーシステムは本課題を解決する

有望な手段の一つとして期待しています。
　今後、農機メーカーや農家の方との共創を通じて、農業
残渣

さ

燃料化による資源循環型農業の検討、地産地消エネル
ギーを活用した環境負荷の少ない農業モデルの社会実装を
本実証サイトにて推進し、岩見沢市の農業の持続的発展に
貢献していきたいと考えています。

日立北大ラボ
日立製作所が北海道大学内に設立した共同研究ラボ。自治
体と連携した実証実験や探索的活動を通じて、北海道にお
ける社会課題の解決を進めている

太陽光パネル太陽光パネル

温泉ガスルート温泉ガスルート
（メタンガス）（メタンガス）

設備試験場設備試験場
（マルチ燃料エンジン）（マルチ燃料エンジン）

制御室制御室

地産地消・自立型地域エネルギーシステム地産地消・自立型地域エネルギーシステム
実証サイト実証サイト

マルチ燃料エンジンマルチ燃料エンジン
（発電機）（発電機）

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と

農
作
業
活
用
に
関
す
る
取
り
組
み

農
作
業
活
用
に
関
す
る
取
り
組
み

バッテリー充電設備バッテリー充電設備

畑の上を自動で飛行する畑の上を自動で飛行する
ドローンドローン

複数箇所に配置したロボットトラクターを遠隔監視複数箇所に配置したロボットトラクターを遠隔監視

障害物を遠隔操作で回避する障害物を遠隔操作で回避する
ロボットトラクターロボットトラクター

遠隔監視センターでの遠隔操作遠隔監視センターでの遠隔操作

岩見沢市岩見沢市

札幌市札幌市

岩見沢市の遠隔監岩見沢市の遠隔監
視センターで4台を視センターで4台を
一括監視・制御一括監視・制御

低濃度低濃度
エタノールエタノール

メタンガスメタンガス

温泉施設

マルチ燃料マルチ燃料
エンジンエンジン

太陽光太陽光
パネルパネル

農作業用ドローン農作業用ドローン
電動農機電動農機

避難所避難所

農業支援農業支援

非常用電源非常用電源

地産地消地産地消
エネルギーエネルギー

地産地消エネルギーを活用した
農業の低炭素化と防災機能の強化

日立北大ラボ ラボ長代行
竹本 享
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